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概要  

タイム誌・ニューズウイーク誌・BBCなど英米の主要な報道機関がインターネット上で公開している英  

文記事・文書などは、格好の生きた英語教材としての可能性を秘めている。しかしそれらの記事を直接教  

材として利用するには、難解な語句に対する注釈の準備や著作権の問題など、解決しなければならない問  

題がある。本研究では、インターネット上で入手可能な英文リソースの即時教材化を実現するために、電  

子辞書の作成と単語注釈付記の自動化システムの構築及び著作権問題回避の方策を試みた。英語教師が利  

用対象とする英文記事を、その記事専用の「英和単語帳。解説」とともに学生に提示可能な「オンデマン  

ド英語教材」専用サーバを試作した。また、記事を教材利用する場合に直面する著作権の問題については、  

利用者各個人が記事に直接アクセスし入手するシステムを導入することで、記事のサーバへの保存を回避  

し、著作権問題に抵触しない工夫を試みた。  
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Abstract  
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1 はじめに  

大学の英語教育用教材として、タイム・ニューズウイーク・BBCなど英米の主要な雑誌・新聞などの記  

事を「生きた教材」として利用している指導者は少なくないと思われる。時事英語を題材とした教科書の  

種類・数の増加や、これらの題材を使用した講義を選択受講する学生の数が多いことからも、時事英語の  

人気は根強いように思われる。しかしながら、それらの記事を脚注・解説付の教材として利用する場合は、  

従来型の方式に従えば、印刷媒体で教科書として供給されているものを使用することになる。この方式で  

は、これらの教材は、記事の発生から半年から1年遅れで教室に届くのが現状である。即時性を旨とする  

時事教材が、「生きた教材」でありながら、内容的には全く新鮮味を失った「生きていない素材」になって  

しまうというジレンマを多くの教授者は感じている。   

情報通信分野の革命的な転換期を迎え、大学の英語教育も新しい時代に相応しい新たな現代化の方策が  

誕生してしかるべき時期にきている。インターネットを利用して、世界中の情報を即時に入手することが  

可能になった今、それらの英文情報を、的確に入手し処理（理解）する能力を育てることを、大学英語教  

育の目標の一つとして掲げることは、時代の要請に叶っていることであろう。実際、すでに英米の主要な  

新聞・雑誌あるいは小説でさえ、インターネットを通じて、電子媒体として購読できる時代である。これ  

らの電子情報を大学の英語教育の申で教材として即時利用する方策を確立することで、従来の印刷媒体に  

よる教科書利用とは違った新しい英語教育の局面を開くことができる。   

インターネットを介して電子媒体で供給言れる英文情報を、画面上でそのまま日本語注釈付き教材と  

して利用できるシステムを構築公開することで、大学英語教育の現代化の扉を開きたいと願っている。  

2 オンデマンド英語教材作成システムの構築と公開   

2．1 分野別基本電子辞書の作成  

インターネットなどを介して電子媒体として入手できる記事などを教材利用する際には、難解な語句に  

注釈を付記するなどして、学習者の情意的抵抗を低くする工夫が必要である。英単語の逐語訳をハイパー  

テキスト形式で埋め込むために、汎用辞書をジャンル別に3種類作成した。  

2．1．1 ライフサイエンス辞書  

筆者らは、電子媒体で供給される英文情報には、英語教育での利用を含めそのほか多方面での利用の可  

能性が秘められていることに、早くから着目していた。そこで、ライフサイエンス電子辞書作成プロジェ  

クト（LifeScienceDictionaryProject＝LSDプロジェクト）を立ち上げ、生命科学分野に特化した英和・  

和英辞書の作成に着手した。サイエンス・ネイチャーに代表される世界的に著名な欧米の雑誌より、約1  

万件の英文抄録を収集し、約3千万語から成る英文コーパス（LSDコーパス）を作成した。   

LSDコーパスを基本資料とし、単語の出現頻度など計量的分析により、必要度の高いと思われる語を約  

2万語抽出し、電子英和・和英辞書「ライフサイエンス辞書＝LSD辞書」の作成を行い、インターネット  

上で一般に公開し無償供与している。生命科学に関連する学術雑誌に掲載される英語論文を読む際には、  

有益な辞書である。  

2．1．2 時事英語辞書  

NHKは長年、海外向け英文ニュース記事を、国内では文字放送として放映している。インターネット  

で世界中の新聞・雑誌の英語ニュースが簡単に入手できることが当たり前になる以前には、電子媒体とし  
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て入手・保存できる貴重な英語情報源であった。また、VOA（VbiceofAmerica）も、インターネットがま  

だ揺藍期の時代からニュース記事などをインターネット上で公開し利用者の便宜を図ってきた。これらの  

記事を数年分蓄積し、頻度上位の単語約5千語を抽出し、「時事辞書」を作成した。LSD辞書がライフサ  

イエンスの専門的な英文に特化しているのとは対照的に、この辞書は政治・経済。社会・国際間題などを  

扱った英文記事を対象にした辞書である。  

2．1．3 ライフサイエンス一般辞書  

LSDプロジェクトでは、2000年6月にReadingA＄SistantPrqject（LSD－RAP）チームを編成し、ホー  

ムページにて週1回のペースで、生命科学に関連した一般記事を選び、その専用単語帳を作成・公開して  

いる。これは、オンデマンド英語教材システムを利用して、実際に英語学習を促進するのを補佐すること  

を狙うと共に、システムの実効性を具体的にユーザに理解してもらうことを目指している。開設以来取り  

上げた記事の数は、本原稿執筆時点（2004年10月）で、200近くになる。開設当初はタイム誌の記事を  

申」已、に取り上げ、その後記事の有料化の波を受けて、無料利用できる英米の主要紙の記事へとシフトして  

きている。このプロジェクトでは、生命科学・生命倫理などに関連した記事を多く扱い紹介していること  

から、これらの記事からなる英文コーパスを作成し計量的分析などにより頻度上位語を抽出し辞書登銀対  

象とし、さらに熟語表現を含め総数約1万件から成る「ライフサイエンスー般辞書」を作成した。「ライフ  

サイエンス辞書」が、学術誌の英語論文を対象にしている一方で、こちらは、欧米の主要な雑誌・新聞な  

どに掲載される一般向けの記事を対象にした辞書である。  

2．2 記事の自動教材化システムの開発  

上記で作成した電子辞書を利用して、インターネット上で入手できる記事を、ハイパーテキスト形式に  

変換して出力するツールを開発し、オンデマンド教材化システムを構築した。  

2．2．1 自動脚注付加ツールの開発  

教材対象に選んだ特定記事（図1）について、出現単語を逐一、上記で作成した基本電子辞書（「ライフ  

サイエンスー般辞書」）に登録済みの単語とマッチング検索を行い、登録語については自動的に単語訳を  

ⅡTML形式でオリジナル記事に情報を埋めこむ脚注付加専用ツール（EtoJVocabulary）を開発した。こ  

れにより、学習者は必要に応じて、オリジナル記事中の単語をクリックすることで、その対訳を脚注窓で  

確認することが可能になる（図2）。  

2．2．2 自動単語帳生成ツールの開発  

学習者が英文読解中に遭遇する大きな問題のひとつに未知語との遭遇がある。しかしながら、学習者の  

語彙レベルは一定ではなく、どんな教材を利用するにしても、語句の注釈をどの程度付記するかは常に難  

しい問題である。上記EtoJVocabularyにより機械的に自動生成された脚注（図3）は、あくまでも基本  

辞書に登録済みの訳語を採用したもので、文脈上相応しくない訳語が混入することを完全に回避するもの  

ではない。特定の記事を教材として利用する際には、不適切な訳語や解説の混入は避けたいものである。  

そこで、脚注に付記された単語と訳語の一覧からなる単語帳を、編集用に別ファイルとして自動生成する  

ツールを開発した。教授者は、事前にこの単語帳の訳語の妥当性をチェックした上で不備を修正し、また  

必要な解説を追記することで、特定記事の専用単語帳（図4）に仕上げることができることになる。  
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（図1：記事オリジナル。BostonGlobe紙‘DrugfbundtodelayAIzheimer，sdevelopment，July19，2004  

原文の－弧）  

2．3 教材オンデマンドシステムの雛形運用  

英語教材オンデマンドシステムの具体像を提供するため、LSDプロジェクトでは専用ホームページを立  

ち上げ一般公開をしている（http：／／1sd－rap．pharm．kyoto－tl．aC．jp）。インターネット上で公開される生命科  

学関連の英文記事を中心に取り上げ、毎週1記事を目処にその特定記事専用単語帳の作成・確認・修正・追  

記の作業を行い、大学など教育機関での教材利用と個人学習者の利用に便宜を図っている。ホームページ  

を公開して以来、3年を経過した現時点で、利用可能記事としてタイトルリストで紹介してきた数は190  

篇を超えている（図5）。  

2．4 著作権への配慮  

インターネット上で公開されているリソースとはいえ、著作権で保護されている電子情報を教材利用す  

る場合、それを侵害しない配慮が必要である。この見地から、開発したサーバシステムにおいては、対象  

記事そのものをサーバに取得保存することをせず、利用者の責任において直接公開苦れているサイトから  

記事を取得してから利用する方策を講じた。このシステムにより、利用者は、自己の責任において、提供  

される対象記事を取得し、本サーバにおいて脚注付記事に変換することになり、個々人が著作権を了解の  

上利用することで、オリジナル記事の著作権を守りつつ教材利用することが可能になった。具体的には、  

利用者がオリジナル記事の著作権を了解の上で記事を利用することに同意する確認画面を、脚注付画面に  

移行する直前に挿入することとした（図6）。   

ただし、利便性に配慮して、対象記事を開いた後、利用者側でその記事をコピー・ペーストし本システ  

ムに取り込むという一連の繁雑な作業をサーバが代行する仕組みになっており、利用者は「同意する」と  

うボタンを押すことで即脚注付画面に移行できる。  
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（図2：学習者に提示される記事画面。上の窓枠に原文、下の窓枠に単語訳。EtoJVocabulary利用による  

元記事変換後画面）  

2．5 システムの汎用性  

本プロジェクトで立ち上げたホームページでは、インターネットを介して入手できる多量の英文電子情  

報の中から、生命科学関連の記事を中心に選択・採択し、英語読解の一助とするべく、専用単語帳を独自  

に作成公開し、オンライン上での英文電子情報の教材化の具体例を提示している。しかしながら、開発し  

たシステム自体は、汎用性が高く、本プロジェクトで公開している電子辞書（ライフサイエンス辞書・時  

事英語辞書・ライフサイエンス一般辞書）以外の辞書を利用したり、あるいは独自に辞書・単語帳を作成  

することで、ほぼあらゆる英文電子情報について、HTML形式で語句の注を埋めこんだ形態で、オリジナ  

ルの英文電子情報を提示することを可能にしている。   

ライフサイエンスに関連した記事であれば、本プロジェクトが既に作成し公開している辞書を利用して、  

任意の記事のURLを入力するだけで即時に簡易教材化が出来るようホームページ上で入力画面を設定し  

ている（図7）。ただし、この場合はあくまでも、これらの電子辞書に登録されている単語について自動的  

に訳語をHTMIJ形式でオリジナル記事に付記するだけであるので、文脈上相応しくない訳語が提示される  

場合があることを利用者側で承知しておく必要がある。教材利用を想定しているのであれば、機械的に生  

成された単語帳を確認し、修正・加筆する作業が必要となる。   

また、利用者が独自に特定の英文電子情報に特化した専用単語帳を作成し教材利用できるように、単語  

帳作成の際の基本的な規則に関する解説を公開し、積極的な利用を促進している（図8）。   

自分自身の教育理念に叶った教材を利用したいと願っている英語教師は少なくないと思われる。教材用  

の望ましい素材が電子媒体で入手できれば、本システムを利用することで、オリジナル素材を脚注・解説  

付英語教材へと変換することが可能になる。  

2．6 システムの教育的評価  

本システムにより供給される英語教材が、従来型の印刷媒体の教科書で提示される英語教材と大きく異  

なる点は、語・句などの注が画一的に学習者の目に触れる訳ではないという点である。語彙力は個人差が  
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ている。「偽薬の効果に関する評価は、鷹侶即克ちてしまった」くらいの怠囁か。  
州There’s＆Iot of evfdence th＆t POlntsln the other d［recいon  「そうで  

ない方向を指し示す多くの証拠があう」文脈かろ、rブラシーポ地異が奄るとする証拠が沢山あ  
る」と続める。  
川not th＆t the pl＆Cebo doe8n’t do＆nythjns，but th＆tlt doe＄n’t do ev8rythins  
not A but8の骨組みで、「AではなくBであるJ。さらに、前半の文章が全部否定、後半伊部  
分蕾定だから、「偽薬が全く何もしないというのではなく、偽薬が何もかもするわけではない＝  
偽薬が全く効果が無いというのでなく、偽薬が必ずしも例外無く効くわけではない」くらいの意  
囁。  

（図4：上記単語帳の訳語を吟味した上で更に必要な解説を追記）  

大きく、どの程度語・句の注を付記するかは、教材を作成する場合、常に悩ましい問題である。今回開発  

したシステムの利点は、単語帳の全容を画一的に提示するのではなく、学習者の必要に応じて、必要な語・  

句の注や解説のみが握示される点である。単語帳を作成する場合に多少の配慮をするだけで、広範囲の語  

彙レベルの学習者に利用可能な脚注を付記することが可能である。   

このシステムにより作成された教材を、大学教養過程の英語授業で実際に利用して学生の評価を調査し  

た。「利便性」「市販辞書との利用頻度の比較」という2項目において、5段階評価で評定4以上を選び、  

本システムを積極的に支持した受講生は、いずれの項目においても80％強であった。自由記述欄の感想の  

中には、「このシステムがなければ、記事を読む気が起こらなかっただろう」と具体的に、単語脚注がある  

おかげで、多数の未知語が含まれる記事を読む場合に生じる抵抗感が軽減されたことについて言及した回  

答があった。学習者の情意面で、本システムが良い影響を与えていることを窺い知ることができる。ただ、  

画面上の細かい文字を集中して読むことを要求されることになり、「日が疲れる」と印刷媒体の教科書の利  

点に言及する回答も含まれていた。  
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よ笹：ふぬク■・剖冗隠劇軋堤  

：■ンこのサービスを使用するにあたって  
’Lし土†▲：∵、†ご′「≠Jモ±二一二■■一＝．：さ＿」u十：ご÷三上＝±三ヽ■て∴二てニー■▲山±⊥だ：■■七■∴一L′ニ誉：－■・・、 ．L  1．÷「   

ライフサイエンス関連紀事を中心に、随時迫力便新していき訂訂。硯在の   

ところ、原則として毎週火曜日に記事の追加を行っております。採用百己事に  

つぎましては、このホームページで公開した時点で利糟可能であることを  

確認しております。インターネット上で公開されている記事を手l胴∃している  

特性上、記事の配信元から「アクセス不可」の応答が出て利用できなくなる   

網節）帖vぷ康代敵00m劇1研1改刀陪）購M  

l馴M血S亡由雄鹿tur愕t抽城座＄h伽adbn鼠帖e帽肘（思考を貞  

リカーソルを自在に軌かす嘩  

適塾NEU  
旭in丘a血汀℃眉Drn∋l¶白Vtn  

州局地噛伽伽19細）  

Tの出王見）B：成OrGb加抑13  

日（人工染色体による遺伝子5割  

（図5：LSDReadingAssistantProjecもホームページ。利用可能記事タイトル一覧）  

3 おわりに  

英語教育を標橋する商用WWWサイトが出現する時代が到来したが、大学の英語教育の分野で、学生の  

英語力向上を主眼に置いた非営利サイトについては、寡聞にしてか知らない。コンピュータがメディアと  

しての役割を果たすようになった現在、そのメディアを利用した英語教育の方策を探る本プロジェクトの  

目標は時代の要請でもある。電子メールの利用など、一部では、英語教育においても、作文指導・レポー  

ト提出という形で、インターネットの利用が拡大しつつあるが、言語習得理論などを踏まえ成果を検証し  

ながら、大学英語教育の改善を目指すべきである。電子辞書利用、多数の未知語との短時間における遭遇  

が学習に与える影響などは、英語教育の観点から基本的な研究課題であるといえるが、それらの研究課題  

を念頭に置きながら、本サーバシステムの改良・改善の道を探りたい。   

なお、本研究は電気通信財団の助成金（2001年度）により支援され始まったものであり、本稿は、その  

研究調査報告書を基本に、それ以降の成果についても言及し、加筆・訂正の上まとめたものである。   
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LSDプロジェクト（hもtp‥／／lsd・pharm．kyoto－u．aCjpha／）では、ホームページを京都大学薬学研究科内  
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（http‥／／wwwsoc・nii・aCjp／1sdproject／ja／）の協力を得るに至っている。  
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（図6：著作権を了解の上自己責任でオリジナル記事を取得・利用することに関して同意を確認する画面）  
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＞＞このサービスを自分なりに使うには？  

私達か用意した英語のページと訳語辞書の組みあわせ侶ナでなく、皆さん  

ご自身が作成した訳語辞書で、皆さんが選択した他打ヾ－ジを英語の散村  

にでぎます。許しくはよ聖経ご覧ください。   

また、下のポ、ンクスにお好きな英語ページのURLを入力してSU団∬「ボタン  

を押すと、ライフワイエンス辞書を使った学習ページを作成することができ  

ます。ただし、参照するページのレイアウトによっては、期待通りの表示が  

さhない場合があります。  

へ■■山’一‾叫叫－M”‾－‾ 

1選禦出  

ユーを表示◎する 0しない  オブショ  

利用者が希望する任意の紀事のURL  

を入力するとライフサイエンス辞事を  

利用した脚注が自動的に付記される。  

（図7：任意の記事を脚注付英文に変換するためのURL入力画面）  

辞書の作り方   

辞書としては女プ区切り形式のテキストファイル孝準備します。各行はタブで区切られた2つモんqま3つ   

のフィールドで構成軌表す。  

ロ  ＝ 

軸≡  翫・垂木的に・女魯中I出御りl：軍廼ず番お妻塊  

i．・・．エ：：I ー協蠍 ∴ぐこ  1：：｝ご 療如感む車庫軽重  

・・隷翫 

瓢・一■            珂；プッチン）‘    ′l  東軍眉農牧どのメモ轟記載粛啓ことカ  

以下の行は特別な働き覆します。  

● 書で始まる抒（ファイルの先謂）  

注釈と解釈され去す。辞書の版権等を記載しておくとよいでしょう。   
●掩畠まる行（ファイルの途中〉  

英語見出しの先矧こ♯がついていも項目は、文童中で赤色のリンクで表示されます。  
皇軍な単話や用法牽強網表示したい時に使用しよす。  

● nOte一行以下（ファイルの最後〉  

軌ローe＃とだけ善かれた行群あると、それ以降は解説文と解釈されます。  
訳語棚＝書ききれないような長い文章を別ウィンドウに表示させることができます。  

（図8：利用者が任意の英文電子情報に独自の自作辞書を作成し教材利用するための単語帳作成手順解説）  
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